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STOP！消費者被害 

みんなでつくろう！ 

真の消費者のための新組織「消費者庁（仮称）」 
 

昨今、冷凍餃子への薬物混入などの食品被害、ミートホープなどの偽装表示、ガス湯沸かし器の製

品事故、NOVA、エステ店など悪徳商法・・・、消費者被害がものすごく増えています。わたしたちの

命、健康、財産を脅かす被害が次々に起こっているのに、被害者が繰り返し出てから、やっと対策が

とられているのが現状です。なぜそうなるのか？「たて割り行政」のため、情報がひとつに集まらず

被害の発覚が遅れたり、たらいまわしになったり、どの分野にも当てはまらず、こぼれてしまったり

しているのです。こんなにバラバラになっている国はありません。そこで、やっと国では、消費者行

政を一元化し、「消費者庁」をつくろうと重い腰をあげました。 

県では、これまでの消費生活センターを市町村に移譲し、「かながわ中央消費生活センター」一箇

所で消費者相談を担っています。しかし、東京都と比較すると、相談員の規模が格段に小さく、かけ

る予算も１６分の１と不充分です。つまり、神奈川では、消費者行政は遅れをとっているといえます。 

 

一方、茅ヶ崎市では、以前は６階の隅にあって目立たなかった相談窓口を一新して、一階の市民が

入りやすく明るい秘密も守れる個室相談室のある「消費生活センター」に変わりました。相談内容と

しては、携帯電話への不当請求、葉書きによる架空請求、家の水漏れ工事の高額請求などのトラブル

が多いそうです。市では、他に多重債務相談も積極的に行っています。相談件数

も平成 19年度は 1944件。相談の処理方法としては、他の専門機関の紹介、情報

提供、助言、斡旋解決等がありますが、問題業者に対しては、お願いにとどまり、

行政指導、処分等の権限が市町村にはありません。今後、県全体では、十分な予

算・人員の確保とともに、条例化も含め、市町村への権限移譲など、消費生活相

談の制度や仕組みの改善等も望まれます。来年度からの「消費者庁」発足に向け

て、消費者が安心して生活できる地域社会が実現されるための新組織をみんなで

考えようではありませんか。 
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18 年度 行政予算 東京都総合センター ８０５，３６１千円 配置人数 約 25 名 

   かながわ中央センター ５５，１９９千円    約 6 名 



こどもたちの未来のために 

支援教室「のびっこ」見学 

―緑が浜小学校の先進的な取り組みー 

2007 年度から「学校教育法」が改正され、「特別支援教育」が施行されました。その目的は、「障がいのあ

る児童や生徒の自立や社会参加を支援するため、一人ひとりのニーズに応え適切な指導や必要な支援を行

う」ものとし、養護学校を特別支援学校、特殊学級を特別支援学級、通常学級にも特別支援教育を推進する

こととし、県でも力を入れています。 

いわゆる ADHD、LD、自閉症の発達障害のこどもたちの割合は、

6.2％、クラスに１～２人います。その特性を理解し、適切な支援を行え

ば、通級でも十分インクルージョン（一元的な教育）できます。 

 緑が浜小学校の教師滝沢先生は、臨床心理士でもあり、支援教室

「のびっこ」をつくり、親御さんの相談、学習支援を行ってします。先生

によると、担任が障がいの特性を理解したうえで対応し、ふれあい補

助員やフレンドリースタッフなど多くの手をかり、のびっこ教室で補完し

ていくことで、対応出来るとおっしゃっています。 

県では、先生をコーディネーターとして、支援の必要な生徒の個別計画、支援シートを作成し、小さいとき

から小、中、高、大まで一貫した情報を引き継いでいくことを目指しています。しかし、まだまだ先生も忙しく、

十分その機能を果たせず、課題も多いのですが、すべてのこどもたちに等しく教育が受けられるよう期待しま

す。 
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原子力空母の横須賀配備及び安全性を問う住民投票条例案 否決！ 

原子力空母はほんとうに安全か？！ 
 

 

横須賀市議会は、5月 16日の本会議で、昨年よりも多い 5万 2千筆の署名を集めた条例案を否決

してしまいましたが、日本政府各機関へ向けた安全対策の強化を求める「意見書」を採択しました。 

多くの市民の願いを無視できなかったのでしょう。 

今年の 8 月、空母ジョージ・ワシントン号が横須賀に配備の予定ですが（火災事故で遅れる可能性

あり）その受け入れのため、浚渫工事が行われ、海の汚染と、２つの原子炉を持つ空母の安全性が問

われ、その危険性は、横須賀だけにとどまらず、広範囲にわたります。 

今後も、原子力空母の配備に多くの市民が危惧しており、空母の安全性の確保と安全な暮らしを守

るためには、日米地位協定の早期改定を望むことなど、県民の願いでもあるといえるでしょう。 

 

 

   

 

 

緑が浜小学校「のびっこ」教室にて 


